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１. はじめに

 本稿は、東

性・多様性に

に関する研究

調査の報告で

個々の民家に

 本調査では

目し、雄勝

通りに面した

雄勝の生活様

ールなどの基

 

２. 集落調査

調査は平成

学、東京芸術

合同で、延べ

力を頂き、各

縁側の向き(

駐車場など)

し、実測す

細かな特徴

特徴を明らか

大須の港の基

のレベルを測

続立面を作成

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1：日大理工

石巻市雄勝

h on the colon

*Daiki O

に 

東日本大震災

に応える地域

究の一環とし

である。これ

に着目した調

は、震災で被

らしい住まい

た連続立面図

様式に合った

基礎資料を作

査について 

成 25 年 9 月

術大学、東北

べ 22 名が参加

各住戸の外側

(玄関の位置な

)、 外構・植

ると共に調査

を記録した。

かにする為に

基準点から約

測量し、メイ

成した。 

工・院(前)・建

雄

勝半島における

ny reproducti

Okutomi1, Tatsu

災復興を契機

域再生と復興

して行われた

れまで、雄勝

調査を行って

被害の少なか

いの知恵など

図などを通じ

た地域再建計

作ることを目的

9 日〜11 日

北大学、立命

加した。大須

側から建物の

など)や外部施

植栽を調査シ

査台帳で屋根

また高低差

に、チルチン

約 500m あがっ

インストリー

建築 2：日大

   図 1. 

雄勝町大須に

る地域の固有

Survey

ion based on t

○

uya Tanaka1, 

とした地域の

住宅等の建築

雄勝町大須の

町の各浜にお

きた(注１)。

った大須集落

を、住居の配

て記録するこ

画やまちづく

的としている

に行われ、日

館大学の４大

須集落の方々に

配置・屋根伏

施設(倉庫や納

ートにスケッ

の材料など各

のある大須集

グレベル用い

った地点まで

ト沿いの集落

大理工・PD・

大須集落の

大須地区

における集

有性・多様性

y of Osu Villa

the indigenity

peninsula #

 

○奥富大樹１,田

Yoko Kojima

の固有

築設計

の集落

おいて

 

落に着

配置や

ことで、

くりル

る。 

日本大

大学の

にご協

伏せ・

納屋、

ッチを

各戸の

集落の

いて、

で 72 点

落の連

３

つ

長

地

や

な

民

し

家

て

浸

民

４

４

が

あ

の

車

側

れ

や

で

建築 3：日

の位置 

区 

落調査につ

に基づく集落

ge , Ogatsu 

y and diversit

#4 

田中達也１,小島

a2,Masayuki O

３. 大須集落の

大須は宮城

つ)の東端に位

長く伸び、北東

地区を結ぶ県道

や廻船問屋と

な集落となった

民家には阿部家

した。集落の海

家は一段と高い

て海岸から 2 棟

浸水したものの

民家が見られる

４. 大須の集落

４−１．大須の

大須集落の南

があり、この通

あり、集落のメ

の通りは人が通

車両が通行可能

側を流れていた

れた。この道路

や階段も含む)

できるようにな

 

 

 

 

 

 

日大理工・研究

ついて 

落再生に関す

 

ty of the area 

島陽子２,落合正

chiai3, Shintar

の概要 

県の雄勝半島

位置している。

東を海に開き

道 238 号線に

して阿部家が

た〔1〕。その為

家が多く、漁

海岸部では雄

い位置にある

棟は被害を受

の現在は修復

る。 

落形態 

のメインスト

南端には、南

通り沿いには

メインストリ

通れる程の幅

能な幅に拡幅

た沢のほとん

路から垂直に

)が接続し、そ

なっている。

究員・建築 

する研究 その

in the Ishino

正行３,山中新

ro Yamanaka4

島(リアス式海

集落は北東

き、南西部は

に接続する。1

が台頭し、雄

為、メインス

漁業を生業と

雄勝石の擁壁

る。先の東日

受け、取り壊

復をし、現在で

トリート  

南西方向から

は商店や旅館

リートを為し

幅であったが、

幅され (ヒアリ

んどが車交通

に枝分かれする

それぞれの民

 

4：日大理工

   図

の４ 

maki Ogatsu

太郎４,佐藤光

, Mitsuhiko S

海岸の地形を

東から南西方向

、雄勝半島の

19 世紀には捕

勝半島でも有

トリート沿い

して集落が成

が設けられ、

本大震災によ

壊されたが、他

では約 270 軒

北東方向に通

、郵便局など

ている。昔、

、昭和 40 年代

リングによる

の為に暗渠化

るように小道

民家にアプロー

工・教員・建

メインストリ

 図. 3 

2. 大須集落

u 

光彦４ 

Sato4 

を持

向に

の各

捕鯨

有力

いの

成立

民

よっ

他は

軒の

通り

どが

こ

代に

る)、

化さ

道(坂

ーチ

築 

リート 

落図 
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 また測量

る基準点の高

震災後に起

による)によ

水してしま

上げが行われ

 

４−２．メイ

 図３、図４

置する民家周

所では、明治

が 1 軒、板倉

ける民家の特

 民家は基本

が道路に開か

つか見られる

・増築してい

 増築部は基

れらの建物

空間は、中庭

が手入れされ

として利用

接入るのでは

て、玄関にア

ートから離れ

クセスできる

・敷地高が道

 海岸から約

地高より高

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

を行った結果

高さより約 1

きた地盤沈下

よるものだと考

うことから、

れている。 

インストリー

４はそれぞれ

周辺の配置図

治５年に建て

倉が 2 軒あり

特徴を把握で

本的に南ある

かれている民

る。 

いる民家 

基本的に母屋

と前面道路の

庭として利用

れていたり、

している。ま

はなく、枝分

アプローチす

れた民家では

る民家が多く

道路高より低

約 173m 離れ

くなる所が多

果、国土地理

1.4m 低いこと

下(地元漁師か

考えられる。

現在急ピッ

ート沿いの民

れ大須の海岸か

図と連続立面

られた民家(ヒ

り、調査を通

できると考え

るいは南東向

民家が多く、

屋の東側に建

の擁壁や隣地

用されており

ガラスの浮

また、メイン

分かれした小

する民家が多

は中庭を通し

く見られる。 

低い民家 

れると、メイ

多く見られる。

   図 3. 大

院で公表され

とがわかり、こ

からのヒアリ

港は満潮時に

チで地盤面の

民家について

から約 350m

図を示す。こ

ヒアリングに

通して大須集落

られる。 

きで、玄関や

特徴的な民家

てられている

の建物で囲わ

、そこでは、

玉をエクステ

ストリートか

道から中庭を

い。メインス

て隣の民家ま

ンストリート

。通りから見

大須集落の配

れてい

これは

リング

には冠

のかさ

 

m に位

この場

による)

落にお

や縁側

家が幾

る。こ

われた

植栽

テリア

から直

を介し

ストリ

までア

トが敷

見ると 

敷

民

分

・

民

て

・

て

い

・

れ

で

５

の

り

に

て

よ

れ

る

よ

本

災

域

石

参
[1] 
御茶

(20
(注
性

佐藤

固有

山中

多様

配置図 

敷地高と道路高

民家がある。ま

分に玄関を設け

板倉がある民

敷地の南側に

民家が見られ

ている。 

駐車場を置

駐車場が敷地

ているので、メ

いる。 

スレート屋根

スレート葺き

れる。昔よりも

では瓦屋根の伝

 

５. まとめ 

本調査では、

の都合上、本稿

り上げることが

について明らか

多くの民家は

ている。また東

ような形式を

れは大須におけ

ると考えられる

今後の研究を

より深い固有性

本研究は，日本

災復興を契機

域再生と復興住

石巻市雄勝町を
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また、メイン

けている民家

民家 

に板倉を配し

る。板倉と母

く民家 

地の南側に位

メインストリ

根の民家 

きの屋根の民

も数が減って

伝統的なつく

、大須集落全

稿では一部の

ができなかっ

かになったこ

は沢の北側に

東側に増築を

とり、東側か

ける生活様式

る。 

を続けること

性や多様性を

本大学理工学

とした地域の

住宅等の建築

を対象として

吉野馨子『「３．11」か

発行 
島の伝統的な集落・民

落再生に関する研究 そ
り・波板地区における

く集落再生に関する研

計画実施案までのプロ

生に関する研究 その

   図

っては、埋も

ンストリート

家がある。 

し、母屋を北

母屋の間には

位置し、母屋

リート沿いが

民家は通り沿

ており(ヒアリ

くりの民家の方

全戸の調査を

の配置形態や

った。その中

ことを以下に示

に位置し、南

をすることで

から民家にア

式と風土が大

とによって大

を発見できるの

学プロジェク

の固有性・多

築設計に関す

て～」を基に行

からの再生 三陸の港

民家の調査−石巻市雄勝

その１−』 
る高台移転計画−石巻市

研究 その２−』 
ロセス−石巻市雄勝半島

３−』 

図 4. 大須集落

れているよう

に面した 2 階

側に配してい

大きな庭を設

が北側に位置

大きく開かれ

いから２軒見

ングによる)、

方が多い。

行ったが、紙

立面形態しか

で、集落の特

示す。 

側に玄関を向

、中庭を設け

クセスする。

きく関連して

須集落につい

のではないか

ト「東日本大

様性に応える

る研究～宮城

行っている。

港町・漁村の価値と可能

勝半島における地域の

市雄勝半島における地

島における地域の固有

落の連続立面

うな

階部

いる

設け

置し

れて

見ら

、今

紙面

か取

特徴

向け

ける

こ

てい

いて

か。 

大震

る地

城県

 

能性』

の固有

地域の

有性・

面図 
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